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野皐士森 同 玉 亀

Haemosiderose der Milz nach Bluttransfusion. 

Von ． 
Dr. Tamaki Morioka 

〔Ausdem Laboratorium der Kais. Chir. Univer,it5.bklinik Kyoto 

(Prof. Dr. K. lsobe）〕

Seit jeher erweckte di巴 Frage,ob di巴 beieiner Bluttransfusion iibertragenen roten Blut-

korperchen langere Zeit im Kreislaufe des Empfangers erhalten bleiben, oder ob sie bald dem 

Untergange geweiht sind, grosses Tnteresse・DerVerfasser stcllte experimentelle Untersuchunger】

an, um diese Frage zu klaren. Das Resultat der Untersuchungen ergab folgendes : 

1) Wenn man bei einem jungen Kaninchen auf pro kilogramm Kor pergewicht 10 g Blut-

transfusion anwendet, so lasst sich di巴 Haemosiderinablagerungin der l¥Iilz 5 Tage nach der 

Blultr.msfusion sehr schwach aher 8-10 ’rage nach der Bluttransfusion am Sl江rkstennachwei犯 n.

2) Gebraucht man bei einem jungen Kaninchen auf je ein Kilogramm K6rpergewicht 20 

g Bluttransfusion, so ist die Haemosiderinahlagerung in der Milz 4 Tage nach der Bluttrans-

fusion sehr schw江chah巴r7 9 Tage nach d巴rBl uttransfusion乱m ~tarksten. 

3) Aus dem Gesagten folgt, das~ die b~i der Bluttransfusion iibertragenen roten blutkorperchcn 

kurze Zeit im Kreislaufe tles Empfangers erhalten bleiben. Wahrscheinlich beginnt ihr Untergang 

bereits 2 3 Tage nach der Transfusion und ist 7-10 Tagen nach der Transfusion am starksten 
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第1章緒 言

輸血時ニ輸入セラレタ赤血球ハ，’乏血者ノ循環系統内＝於テ，長時日生存スルモノナルカ，

成ハ叉暫時ニシテ死減スルモノナルカへ古クヨリ興味ヲ以ツテ見ラレタ問題デアル。多クノ

論丈ヲ .ll'~ ムニ，副作用ナシェ経過シタ輸血後ノ輸入赤血球ハ数週間ハ生イ｛－ スルト考ヘルノヲ一

般的トセラレタガ，近時一部ノ著者ハ之ニ賛意ヲ表スルニ反シ，他ノ者エハ数日間シカ生存シ

ナイトノ見解ヲ護表ス1レモノモ見受ケラレル。

輸血後輸入赤血球ハ果シテ幾日間受血者ノ循境系統内ニ生存スルヤノ問題＝解答ヲ興へント． 
スルノガ本研究ノ目的デアル。

第2章費験方法及ビ材料

輸血後輸入赤血球ガ死滅ス 1レト，血色素ハ分解シテ途ニしヘモジデリン寸トナリ，凡ンド規f!iJ

的ニ諸臓器内ニ沈着スルモノデアルガ，殊ニ問1臓内沈着ハII~モ顧す年デアノレ事寛＝着目シ，輸血

後連続的＝円引；ヲ j邑ツテ， H'~臓f:kJLヘモジデリン1 ヲ組織.~！的ニ検出シ， ソノ結果ニ｛火ツテ輸入

赤血球ガ受血者ノ循環系統内ニ生｛（スル日数ヲ察知セント欲ス Pレ。 gpチ輸血後順次件タル牌臓

組織片ヲ Perls-Stiede氏 Lベルリン1青j文際法ニヨリ， II月捧Lカルミン寸染色ヲ施行シ，しヘモジ

デリン「沈，;ri：ヲ検交ス。

1n. シ）］＇＼！臓病理製部！＂J.r~L徒ノ見解＝従フト．健常ナ成長動物ノ牌臓内ニハ生理的＝僅少 Lヘモ

ジデリン「ガ｛Jミ在ス Fレノガ・般的デアル放ニ，貰験動物ニハ線、テ'Iミ後50El 以内 JY,}J若家兎ヲ使

用シ．輸血ハ正規ノ方法ニ従ツテ間接輸血ヲ行フn

第3章第 1費験

第1節賓験方法

開重1ltf; ＝－就キIO.OJ［ノ割＝輸血ヲ行ヒ，輸血後2）うヨミ30日ノ）］＇＼！臓 I入jLヘモジデリン『ヲ検w
ス。



3 f.tl刈．検血後問臓内Lヘモジ戸リン守沈滞
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括ま患験賓第3筒

幼若家兎35匹ヲ用ヒテ，開重1屯＝就キ10瓦ノ害1].＝輸血ヲ行ヒタル後， JN!臓内しヘモジデリ

ン1 沈着ヲ検セル結~ミヲ線括スルト次 ノ 如クデア 1レ。

輸血後4日迄ニハ牌臓＝Lヘモジデリン1沈着ハ認メラレナイ。1) 

輸血後5日ノnq！臓＝弱イ Lヘモジデ、リン寸沈着ヲ認メル。

1例＝ハLヘモジデリン寸沈着ヲ読明セズ。 1例＝ハ明瞭＝之ヲiji；命泊lt麦：613ノJl判銭ニテハ，

2) 

1例ハ尚早場ナLヘモジデリン寸沈着ヲ詫明シ.1例デハ明瞭ニ之

3) 

認メ Fレn

輸血後7日ノ牌臓＝テへ4l 

ヲ認、メル。

輸血後8乃至30日ノIW臓ニハ明i庶エしヘモジデリン1沈着ヲ誰明シ，輸血後8乃至9日ニシ5) 

テ最モ著明＝沈着増加セルヲ認メ ル。

験費2 第第4章

法

世;m:1砥＝就キ20瓦ノ吉1］ニ輸血ヲ行ヒ，輸血後2乃至30日ノ牌臓内」ヘモジデリン1ヲ検針ス。

方験賓第1節



披1 号事宅号16 第函Tを手ト外本日4 
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括韓験費第3節

幼若家兎35匹ヲ月1ヒテ，開重1I1L ＝＝.就キ201［ノ古1Jニ輸血ヲ行ヒタル後， !JI中臓内しヘモジデリ

ン1 沈着ヲ検セル結果ヲ綿r＆スルト毛穴ノ如クデアル。
輸血後3日迄ニハ牌臓ニLヘモジデリン1沈有ハ認メラレナイ。1) 

輸血後4日ノ牌臓ニテハ， 1例＝ハf:Y（剥ナLへモジデリン寸沈着ヲ認メ.1例ニハ之ヲ認メ2) 

ナイ。

輸血後5日ノJI宇臓ニテハ， 1例ニハ強イ内出血ヲ認メルガしヘモジデリン i沈着ヲ誼明セ31 

ズ。 1例ニノ、Lヘモジデリン1沈着ヲ明瞭＝記、！メ fレ。

輸血後6日ノJN!臓ニテハ， 1例ニハ徴弱ナ， 叉l例ニハ明i庶ニLヘモジデリン1沈／；守ヲ認メ41 

yレ。

輸血後7乃五：31日ノJI宇臓ニハ慨ネ著l珂ナル」ヘモジデリン寸沈着ヲ詮明シ，輸血後7乃至）
 
ローリ

9日ニシテ念激ニ詰；沈清ノi合加ヲ記、メル。

察

判］々赤血球ハ生理的＝モ病的ニモ迅速ニ崩壊シテJI\~伎ノ断片トナルモノデアリ，共ノ崩壊産

物ハ生理的病的何レノ場合モ全ク同一ノモノト解セラレテヰル。 Lヘモグロビン1分子カ♂分解ス

yレ時エハ第1"'-L ヘマチンIヨリ Lグロビン1ヲ分離シ，後Lヘマチン寸ヨリ諸種色素ヲ護生スルモ

ノデ、アfレ。 Lヘマチン lハ漸次分解シテ餓ヲ含マザル色素Lヘマトイヂン寸ト合政色素 Lヘモジデ

考験賓第5章



森岡．輸血後n~＇’臓内しへモジダリン寸沈着 5 

リン寸＝鑓化ス＇~モノデアルコトハ現今一般ニ信ゼラレタ所デアル。 Lヘモhジデリン1 沈着ハ女子

ンデ＂＊臓，肝臓，腎臓，淋巴腺並ピ＝骨髄等ノ質賃性細胞ヲ主トシテ，向間質細胞，網 jj,!；織内

被争Ill胞戎ハ遊離細胞等＝モ来yレガ，特.：. Jl•~臓エハ著明＝露目ハレ，所謂 Hamosiderosis ト稽セラ

レルコトハ周知ノJjt貫デアル。次＝牌臓病理部門探究者 J見解＝従フト，他常成人叉ハ成長動

物ノ｝陣臓内ニハ生理的.＝.Lヘモジデリン1沈着ガイ了：スルトサレテヰルガ，余ハ成長家兎ノ10牌臓

ニ就イテ Hiimosiderosisノ存否ヲ検セシ＝.4例＝於テ彼弱ナガラ陽性ノ結果ヲ見タ。然Fレニ生

後50日未満ノ骨尊重600瓦以下ノ：幼若次兎10匹ノ牌臓ニ就イテ拾セシモ， Lヘモジデリン寸沈着ハ

認メラレナカツタノデアル。コレハ Rueck,'Biondi, Kunz, Weber等ノ報告ト一致スル。以上ノ

事寅＝.・t；；脚シテ，輸血後輸入赤血球ガ受血者ノ循境系統内＝生存スル日数ヲ知ラントスルニハ，

幼若家兎ヲ問ヒテ輸血後ノ牌臓内Lヘモジデリン寸沈着時ヲ検スルコトガ，最モ油常ト考ヘル。

捗テ輸血後受血者ノ循環系統内＝移人サレタ赤1frL球ハ.・！.！！：シテ如何ナル期間生存スyレモノデ

アルカ。コノ問題＝闘シ文献ヲ参照シテ見ルニ. Ashhyハ自己ノ研究結果＝ヨノレト約100日生

存スルト云ヒ， u仔reiluzziハ約40R, Kramarenkoハ4乃至6週間生存スルト説ク。叉Spitzmiiller,

Walton ハ輸入赤血球ノ生関染色検賓＝ヨリ，大部分ハ 3乃至 4 週間詩明出来ルト云ヒ，イJ~Ji'l,\i,

松岡，稲垣ハ輸血後赤血球数，血色素量，血液綿蛋白量及ピ赤血球護活性抵抗度ヲ検シタ結県，

同族間間接輸血ノ場合ニ輸入赤血球ハ比較的念蓮皮ニ破壊セラレ，赤血球ノ大部分ノ生イ了ー期間

ハ概ネ2）う官3週間ナラント推定スルト云フ。以上ハ輸入赤血球ノ生存期間ガ比較的長時日＝亙

ルトナス著者デアルガ，之ニ反シ生イ了．ハ短時日＝過ギヌトナス著者モ亦見交ケラル。

印チ Ozereljev ハ1931年~·食血後 4 乃官10 日ニ シ テll年臓位ビ＝肝臓＝鍛沈者ヲ琵見シ，輸血後

赤血球ハ間モナク崩壊シ初メ．崩壊ノ1百賠ハ .i;う五10日デアルト報告・ス。叉 Sch山heissハ副

作用ナシ＝粧過シタ輸血後4flエシテ死ノ伸師ヲトツター婦・人 ノ牌臓＝高度デハナイガしヘモ．

ジデリン1 沈若ヲ認メ，赤血球ノ崩壊ヲ詮明シタ。次ニ Kunz及ピ Weberハ愉血後間モナク

死亡セル患者ノ牌臓内＝しヘモジデリン「ヲ詮明シ，叉幼若家兎＝倫血後第1日ニ綿例 177%ニ

於テ，牌臓ノ絶到鈴t線量ノ上昇ヲ定吉1・的＝説明シタコトヨリ，輸入赤血球ノ崩壊ハ間モナク初

マルモノト1o/fシ，数週間モ生存スルトナスコトハfftデナイト主張ス。

斯ノ：如ク輸血後輸入赤血球ノ生存期間ハ数週間デアルトナスモノ 1－，’更ニ短時日デアルト考

ヘルモ Jトカアルガ，余ノY,}J若家兎ヲ附ヒテナシタ賓験結果ヲ見ルト，開重一1砥＝就キ10瓦ノ

制＝輸血セルモノハ，輸血後5Hニシテ微弱ナ牌臓内しへモジデリン「沈着ガ，出メ ラレ， a乃至

lOfJニシテ111モ著明ノ沈着ヲ来シ，臨LJP-:IM;＝就キ20瓦ノ常1）ニ輪IDLヲnフ時ニハ，輸血後4El 
ニシテ弱イ月中臓内しヘモジデリン寸沈J{fガ見ラレ，沈着ハ 7）う王9日＝ シテ最モ著明トナルノデ

アル。自flチ輸血fi：：ヲ柄加スル時ハ多少＇1 ＇·期＝牌臓lえkヘモジデリン「沈靖ガ見ランルガ，慨ネ~fl

fJ:J.タル結処ヲ来スモノデアル。余ハ上漣ノ；事質＝基ヅキテ，愉血後輸入赤血球ハ受血家兎ノ何

環系統＝生存スルコト短カク，恐ラク輸血後2乃ボ3日＝シテ崩壊ヲ初メルモノデアリ，赤血

球崩壊ハ輸血後7乃至lOfl.＝.シ最高頂＝達スルモノト思惟スル。



6 日本外科賓函第 16巻第 1 披

第8章結 論

1) 幼若家兎ニ酷重1屯＝就キ10瓦ノ言1Jニ輸血ヲ1iフ時，肝臓内しヘモジデリン1沈着ハ，輸

血後5日ニシテ僅ニ認メラレ， 8）う至10日ニシテ著明トナル。

む がJ若家兎ニ悌！重1Itf;.＝.就キ201lノ割ニ輸血ヲ行フ時， JJ'{!臓内しヘモジテ‘リン「沈府へ輸

血後4日ニシテ僅ニ認メラレ， 7乃至9日ニシテ著明トナル。

3) 以上ノ：事貫ニJたヅキ輸血時輸入赤血球ハ受血友兎ノ循段系統内＝生存スルコト短カク．

恐ラク赤血球崩壊ハ輸血後2乃至3日ヱシテ初マリ， 7）う至10IIニシテf1｝.：高ニ建スルモノト店、

惟サレル。
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附園説明

Fig. I. Nr. 54.輸血後n1目牌臓内Lへモジヂリン「沈着扶態ヲ示ス a I I ノ、ιへモジデリン＇ o

I主

H 




